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Abstract
         The Noto Hanto earthquake, which occurred on March 25, 2007, created severe hazardous conditions and resulted 
in extensive damage in the northern part of the Noto Peninsula of Ishikawa prefecture, Central Japan. 
         Over 30,000 Japanese-style wooden houses were damaged. We investigated the damage to Japanese wooden 
houses and structures in the Monzen area of Wajima city and the urban area of Anamizu town.  Most of the houses 
in the Shikaiso, Touge, and Kuroshima districts of the Monzen area are situated on a terrace-formed alluvial cone 
formed due to slope failures. In contrast, the urban area of Anamizu town is formed on an alluvial coastal plain that 
has low resistance to strong motion.  The extensive damage to houses was concentrated in the Touge district of the 
Monzen area probably due to the intensive spread of the strong motion from the earthquake source fault. The 
damage to the buildings in Anamizu town was caused by the amplification of motion from the earthquake.
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はじめに

　2007年３月25日９時41分に，能登半島沖を震源とするマグ
ニチュード（Mw＝6.7；Mj＝6.9）の地震が発生し，石川県
輪島市，穴水町，七尾市で震度６強を観測したほか，広い範
囲で震度５弱以上を記録した．この地震の深さは約10km，
発震機構解は西北西－東南東方向に圧縮軸をもつ横ずれ成分
を含む逆断層型とされており，余震域の一部は能登半島西岸
の陸上にも達している（図－１）．余震域の能登半島西岸沖
では，海底地質の調査から複数の断層群と褶曲構造が分布し
ていることが知られており，余震観測による震源断層面は南
傾斜を示し，断層面の海底への延長はこれらの断層群の分布
と一致する．また，西岸沖で認められる断層群の陸上への延
長は，輪島市道

とう

下
げ

地区の北方に位置する八ヶ川沿いの谷地形
に相当する（図－１）．この地震による被害は，死者１名，
重傷者91名，軽傷者265名，全壊686棟，半壊1,740棟，一部
損壊26,947棟，非住家被害4,477棟に及んでいる（2008年７月
15日現在の石川県資料）． 図－１　能登半島西岸沖の断層群と余震分布（地震調査研究推進

本部，2007）
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　筆者らは，地震発生翌日の３月26日より建物被害と地盤と
の関係などを検討することを目的として現地調査を行った．
この結果，輪島市西部の鹿磯，道下，黒島地区と穴水町市街
部の建物被害の特徴が明らかになったので報告する．

調査地域と方法

　今回の地震による建物被害は，輪島市門前町の道下地区，
黒島町地区，鹿磯地区，門前地区や輪島市（旧輪島市の市街
部）の河井地区，鳳至地区および穴水町市街部に多く認めら
れた．特に，輪島市門前町道下地区では木造構造物の全壊率
が高かった．このため，輪島市域の調査は，道下地区を中心
に八ヶ川をはさんで北側の鹿磯地区東部，道下地区の南西側
に隣接する黒島町地区北部の木造構造物の悉皆調査と地盤変
形の有無を重点に行った．また，穴水町は震源から20km以
上東方に位置しているが，計測震度で6.33（K-net穴水）の大
きな揺れを観測している．このため，建物被害の多い市街部
の穴水駅北東から山王川両岸の川島地区において，輪島市の
道下地区と同様に木造構造物の悉皆調査と地盤変形の有無を
重点に調査を行った．
　木造構造物の被害について，以下の項目を記載した．
被害区分（ 層破壊，全壊，半壊，一部損壊，なし）
家屋構造（ 木造，２×４，RC，軽量鉄骨，その他）
建物階数（ １，２，その他）
建物用途（ 住家，住家兼店舗，店舗，倉庫（納屋），車庫，

土蔵，その他）
建物基礎構 造（ベタ基礎，布基礎①（高さ30㎝，厚さ10㎝以

上），布基礎②（布基礎①より簡易な構造のもの），
“直接”タイプ（礎石建ち，束基礎などのコンクリー
ト布基礎を用いていないもの），その他）（図－３
を参照）．

建物基礎の 被害程度（はずれ，開口亀裂，ひび，なし）

建物の傾斜 （大（垂直100㎝に対して水平５cm以上：全壊相
当），中（５cm以下：半壊相当），小（わずか），
なし）

屋根被害程 度（１～６の段階に区分）
外壁被害程 度（１～７の段階に区分）
　この他に，液状化や宅地盛土などの地盤変状（あり，なし）
とその変状の建物への影響の有無，庭（あり，なし），車（保
有，なし，不明），子ども（いる，いない，不明）の項目の
調査を行った．また，これらの悉皆調査は，浦川ほか（2007）
で紹介されているGPS内蔵の小型モバイルPCを用いた調査
方法で行った．
　地形の区分は，空中写真による判読と現地踏査による地形
区分によって行った．

地形・地質概要

輪島市門前町地域
　建物被害の悉皆調査を行った地区は，能登半島の北西部の
八ヶ川河口部に位置する．周辺の地形は，おもに標高200ｍ
程度までの低い山地と東西方向に延びる八ヶ川の低地部から
構成される．このうち道下地区は八ヶ川の左岸，鹿磯地区は
八ヶ川の右岸河口部から河口の北部の海岸沿い，黒島町地区
は八ヶ川河口の南部の海岸沿いに位置する．
　周辺の地質は，おもに新第三系の道下層と呼ばれる礫岩を
主体とする地層と一部に縄又層と呼ばれる堆積岩から構成さ
れる（絈野，1977；絈野・山田，1992；絈野，1993など）．
また，八ヶ川の位置する東西方向の谷地形に並行したリニア
メントは，断層が推定されている（図－２）．この断層（断
層帯）は，西方の海域まで連続するものとされ，今回の地震
の余震分布域の解析からみた震源断層の地表部への延長と考
えられる（片川ほか，2006；岡村，2007）．
　空中写真の判読や現地の地形踏査から，道下地区周辺は多
くの地すべり地形が密集して発達する（図－４）．それぞれ
の地すべりは谷方向あるいは海岸方向に向かって動いた形態
を示しており，地すべりの大きさは幅１～２km程度未満で，
内部は幅500～１km未満の小規模な地すべりの複合から構成

輪島

穴水

門前

10km

調査範囲

調査範囲

図－２　調査位置図（産業技術総合研究所地質調査総合センター
（編）（2007）に加筆）

図－３　木造住家の基礎構造の違い
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図－４　輪島市門前町地域の地すべり地形
基図は1947年米軍撮影の空中写真を用いた．

されている（図－４）．
　全体の地すべり地形の解析からみると，建物被害の調査を
行った各地区は，地すべりの末端部に位置している．個別に
は，道下地区は，一部に基盤の堆積岩のブロック（地すべり
による移動ブロック）を含む可能性があるが，基本的には地
すべりの崩積土を基盤として，北側の八ケ川に向かって張り
出した地形を示している，集落の部分は，崩積土を基盤とす
る沖積錐であるが，河岸段丘状の２面の地形面と集落東縁部
の護摩堂川沿いに発達した扇状地状の地形面の３つに区分で
きる（図－５）．道下地区南部の小学校周辺は，地すべり末
端の崩積土と一部砂丘と推定される地形を造成して，現在の
集落が位置している．地すべり崩積土の緩斜面（造成してあ
る）と崩積土斜面末端部を開析した低地に細分できる．
　八ヶ川対岸の鹿磯地区の東部も，地すべりの末端部に位置
し，崩積土を基盤としながら，集落の付近は，２面の河岸段
丘状の地形面と砂丘，地すべり末端部の緩斜面に細分できる

（図－５）．
　黒島町地区は，日本海に面しており，道路沿いの低地，海
岸段丘状の標高６～８ｍ程度，標高20m程度の２面の地形面
に細分できる．黒島漁港付近の海岸には堆積岩の基盤と推定
される地層がみられ，黒島町集落は堆積岩を基盤とする海岸
段丘にみえるが，背後の全体的な地形から判断すると，一部
は地すべり土塊を基盤として海水準変動によって，段丘地形

が形成されたものと考えられる．
穴水市街部
　穴水町市街部は，能登半島の南東岸の七尾湾北湾に面した
幅約１km程度の谷底低地に位置する．周辺の地形は，標高
50～100m程度の低い山地に囲まれ，地質は，おもに新第三
系の縄又層と呼ばれる堆積岩から構成される（絈野，1977；
絈野・山田，1992；絈野，1993など）．
　低地を構成する沖積層は，詳細な検討をしていないが，公
開されているK-net穴水のボーリング資料では，地表下10m
程度までが非常に軟弱な腐植土層で，地表下16m程度までが
軟弱な砂質土，これ以深は基盤岩とされている．K-net穴水
の設置位置は，集落部よりも内陸側の氾濫原低地であること
から，軟弱な地層が発達しているものと考えられる．また，
K-net穴水地点は深度10m以浅がほとんど腐植土層であるこ
とから，ラグーン的な湿地の環境が継続したことがうかがえ
る．これに対して，旧街道に沿った集落部は小又川河口部の
旧汀線沿いの砂州状の地形であると推定できる．いずれにし
ても，集落部は約20m程度の厚さの軟弱な沖積層に立地して
おり，全体にほぼ同様の地形・地質環境から構成されている
ともの推定できる．

建物被害の特徴と地形・地盤

　輪島市門前地域と穴水町市街部の建物被害の要因と地形・地
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盤との関係について検討する．両地域の建物被害は，各構造
物の記載事項の中から建物の構造と基礎構造の差異に着目し
て，以下に示す６つのタイプに区分して計数し分布を示した．
住家布基礎：一般的な在来工法による木造の住家で，基礎が
コンクリート布基礎のもの．新耐震基準の住家は少なく，旧
耐震のものがほとんどである．現行の建築基準より簡易な様
式のコンクリート布基礎のものも含めた．住家の階数は２階
建のものがほとんどである．
住家直接基礎：在来工法による木造の住家で，コンクリート
布基礎を使っていないタイプの基礎をもつ．石などを土台と
して直接的に柱を載せており，土台の礎石と柱は固定されて

いないものが多い．築年数は少なくとも50年以上経過してい
るものと思われる．住家の階数は２階建のものがほとんどで
ある．
倉庫（店舗）布基礎：在来工法による木造の構造物で，基礎
は，コンクリート布基礎のもの．１階部分の間口部広く，内
部は柱や壁が少ない．２階部分は大きな開口部はなく居住部
分として使用できる．輪島市門前町地域では，倉庫（納屋）
あるいは１階部分が倉庫で２階部分に居住していることもあ
る．また，１階部分が古い店舗構造で，２階部分が居住スペー
スになっているものも含めた．
倉庫（店舗）直接基礎：在来工法による木造の構造物で，コ
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図－５　輪島市門前町地域の建物被害の分布と地形区分
基図は旧門前町発行の1:10000地形図を使用した．
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鹿磯地区
段丘面１ 段丘面2 緩斜面 沖積面 合計

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

住 家 布 基 礎 12 2 17 4 1 25 0 0 15 0 0 0 5 3 57
住家直接基礎 50 4 8 100 3 3 67 2 3 0 0 0 64 9 14
倉 庫 布 基 礎 14 1 7 0 0 3 0 0 2 0 0 4 6 1 16
倉庫直接基礎 67 2 3 67 2 3 0 0 3 100 1 1 50 5 10
土 蔵 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
そ の 他 0 0 1 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 4

25 9 36 17 6 36 8 2 25 20 1 5 18 18 102

道下地区
段丘面１ 段丘面2 扇状地 低地 緩斜面・その他 合計

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

住 家 布 基 礎 25 1 4 21 19 91 16 10 61 5 1 20 5 2 37 15 33 213
住家直接基礎 80 4 5 70 21 30 59 16 27 71 10 14 22 2 9 62 53 85
倉 庫 布 基 礎 0 0 5 20 7 35 23 5 22 23 3 13 17 1 6 20 16 81
倉庫直接基礎 20 1 5 61 28 46 64 14 22 55 6 11 50 3 6 58 52 90
土 蔵 0 0 0 100 10 10 100 13 13 82 9 11 0 0 0 94 32 34
そ の 他 0 0 1 0 0 8 0 0 9 0 0 2 0 0 2 0 0 22

30 6 20 39 85 220 38 58 154 41 29 71 13 8 60 35 186 525

黒島町地区
段丘面１ 段丘面2 段丘面3 緩斜面・その他 合計

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

住 家 布 基 礎 0 0 14 9 5 56 0 0 10 0 0 25 5 5 105
住家直接基礎 33 1 3 40 8 20 75 3 4 50 2 4 45 14 31
倉 庫 布 基 礎 0 0 3 0 0 8 50 1 2 10 1 10 9 2 23
倉庫直接基礎 64 7 11 28 5 18 0 0 1 60 3 5 43 15 35
土 蔵 75 3 4 70 7 10 100 1 1 0 0 1 69 11 16
そ の 他 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

31 11 36 22 25 112 26 5 19 13 6 45 22 47 212

表－１　輪島市門前町地域の建物被害率

写真－１　輪島市門前町地域の建物被害
１：住家直接基礎タイプの倒壊，２：住家直接基礎タイプの全壊，３：土蔵の倒壊，４：倉庫直接基礎タイプの倒壊
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ンクリート布基礎でなく，石などを土台として柱を載せてい
るもの．２階建であり，用途は前述の倉庫（店舗）布基礎と
同様である．
土蔵：調査地域では，土蔵が比較的多く分布していたため，
住家と別途に区分した．
その他：住家用途の鉄筋コンクリート構造（２階建），鉄骨
構造による倉庫や車庫などは，棟数が少ないため一括した．
また，２×４工法や鉄骨パネル工法による住家は，数棟程度
と非常に少ないため，その他に含めた．
　被害程度は，層破壊あるいは全壊とそれ以外（半壊・一部
損壊・外見上の被害なし）の２つに区分して，上述の６つの
構造区分ごとに被害分布図を作成した（図－５，６）．また，
地形や地区ごとに，建物の全壊率（層破壊・全壊棟数／全棟
数×100）を計数した（表－１，２）．

輪島市門前町地域の建物被害

鹿磯地区
　住家などは，おもに段丘状の２つの地形面と地すべりの緩
斜面に分布する（図－5）．鹿磯集落は海岸沿いから八ヶ川の
右岸にかけて分布しているが，今回は東側にあたる八ヶ川右
岸部分のみの調査であるため，おもな地形面に対応した住家
等の棟数はそれぞれ25～36棟と少ない（表－１）．統計的に
は母数が少ないため，地形面区分ごとに建物の構造区分ごと
の全壊率を比較することはできないが，地形面ごとに被害の
全壊率の差異は少なく，傾向としては一致している（表－１）．
　地区全体としてみると，住家布基礎タイプの全壊率は５％
であるのに対して，住家直接基礎タイプは64％と高率となっ
ている．母数が少ないが，倉庫（店舗）布基礎タイプの全壊
率は６％，倉庫直接基礎タイプの全壊率は50％となっている．
道下地区
　住家等は，おもに八ヶ川左岸にあたる段丘状の地形面と扇
状地状の地形面，地すべり崩積土の末端・側方部分を開析し
た低地面に分布している（図－５）．このうち段丘面１とし
た部分は段丘面２とした部分より数m程度低く，分布面積が
小さいため住家等の棟数が少ないが，集落の主要部分が分布
する他の地形面では，それぞれ棟数が60～220棟程度ある（表
－１）．
　地区全体としてみると，住家布基礎タイプの全壊率は15％
であるのに対して，住家直接基礎タイプは62％と高率となっ
ている．倉庫（店舗）布基礎タイプの全壊率は20％，倉庫直
接基礎タイプの全壊率は58％であった．また，土蔵の全壊率
は94％と非常に高率である．その他のタイプの全壊は，外見
上の判定に基づく本調査では認められなかった．住家，倉庫
タイプともに，コンクリート布基礎を使った構造であるか否
かが大きな被害率の差異となっている．なお，集落の主要部
分を構成する地形面２，扇状地面，低地面の地形区分の相違
による各構造タイプごとの全壊率の優位な差異は認められな
かった．住家のみの被害は，築年数の経過した直接基礎タイ
プを中心に全体では全壊率が29％（全壊86棟／全棟数298棟）
となっている．また，住家だけでなく地区全体では186棟

（35％）の構造物（木造）が全壊で，全体の構造物の95％以
上が一部損壊以上の被害をの外見上の損壊を受けている．
黒島町地区
　黒島町集落は海岸沿いの段丘状の地形面に分布している

（図－５）．今回は道下地区に隣接した北半分の調査であるた
め，集落を構成するおもな地形面１，２に対して，地形面２
の住家等の棟数は１００棟を超えるが，地形面１に対応した
住家等の棟数は36棟とやや少ない．また，地形面３では全壊
率が高いが母数が少ない（表－１）．
　地区全体としてみると，住家布基礎タイプの全壊率は５％
であるのに対して，住家直接基礎タイプは45％と高率となっ
ている．倉庫（店舗）布基礎タイプの全壊率は９％，倉庫直
接基礎タイプの全壊率は43％である．また，土蔵の全壊率は
64％と高率である．その他のタイプの全壊は，外見上の判定
に基づく本調査では認められなかった．他地区と同様に，住
家，倉庫タイプともに，コンクリート布基礎を使った構造で
あるか否かが大きな被害率の差異となっている．なお，調査
母数はやや少ないが，地形面１と地形面２の被害程度は，同
様の傾向を示している．

建物被害と地形・地盤

　鹿磯，道下，黒島町の３地区の木造構造物の被害は，全体
としては構造物の基礎構造の違い（コンクリート布基礎か否
か）によって，全壊率に大きな差があるという点で共通して
いる．しかし，構造物のタイプ別にそれぞれの地区での全壊
率の差異をみると，住家布基礎タイプでは道下地区が10％程
度高く，住家直接基礎タイプでは，道下と鹿磯地区で全壊率
が60％を超えるのに対して，黒島町地区では45％とやや低く
なっている．また，倉庫（店舗）布基礎タイプでは，道下地
区が他地区より10％程度全壊率が高くなっており，倉庫（店
舗）直接基礎タイプでも道下地区でやや全壊率が高い傾向が
認められる．
　液状化は，地形面１とした範囲や低地として区分した範囲
で墳砂や埋設物の浮き上がり，道路の変形などが認められる．
しかし，現象の規模や範囲としては小さく，構造物に大きな
変状を与えているほどではない（全壊の判定に相当した変状
はない）．今回の地震での建物被害は，地震動の強さと建物
の基礎構造に起因しているものと思われる．
　３地区は図－１に示すように震源断層の上盤側で，断層の
地表への延長部に位置すること，陸域での余震域に含まれる
ことから，非常に強い地震動を受けているものと考えられる．
　このうち道下地区で被害率が高い傾向を示す要因を検討す
る．道下地区の地盤は，他の２つの地区と同様におもに地す
べりの崩積土から構成されているものと推定できることか
ら，道下地区が特に軟弱であるわけではない．しかし，八ヶ
川沿いに位置する道下地区は，能登半島北西岸全体の地質構
造からみると，今回の震源断層の地表への延長部にあたる地
溝状の断層帯に含まれるため（図－２），基盤の深度がやや
深く崩積土の層厚が他地区より厚い可能性がある．
　このように道下地区は，震源断層の陸上部での地表への延
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図－６　穴水町市街部地域の建物被害の分布
国土地理院1/25000地形図「穴水」の一部を使用した

輪島市門前町
鹿磯東部 道下 黒島町北部

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

住 家 布 基 礎 5 3 57 15 33 213 5 5 105
住家直接基礎 64 9 14 62 53 85 45 14 31
倉 庫 布 基 礎 6 1 16 20 16 81 9 2 23
倉庫直接基礎 50 5 10 58 52 90 43 15 35
土 蔵 0 0 1 94 32 34 69 11 16
そ の 他 0 0 4 0 0 22 0 0 2

18 18 102 35 186 525 22 47 212

穴水町
穴水駅前 川島南部（小又川南部） 川島北部（小又川北部）

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

全壊
率（%）

全壊
棟数

全
棟数

住 家 布 基 礎 37 15 41 3 4 124 4 2 45
住家直接基礎 100 4 4 57 20 35 44 7 16
店 舗 布 基 礎 4 1 22 7 4 58 0 0 14
店舗直接基礎 38 3 8 50 17 34 33 2 6
土 蔵 0 0 1 67 6 9 0 0 2
そ の 他 0 0 14 0 0 22 0 0 4

26 23 90 18 51 282 13 11 87

表－２　輪島市門前町と穴水町市街部の建物被害率
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長部に位置していること，地溝状の断層帯の中に含まれてい
ることから，被害率がやや高くなった可能性があると考えら
れる．

穴水市街部の建物被害

　穴水市街では，旧市街部を中心に建物被害が認められた（図
－６）．調査範囲は，谷底低地の沖積面で特に地形的な差異
がないため，小又川の旧河道である真名井川と小又川の現河
道を境として，便宜的に穴水駅前地区，川島地区南部と北部
の３地区に区分した（図－６，表－２）．
穴水駅前地区
　穴水駅前から北東部にかけての穴水町字大町リ，ニ，チの
街区の90棟程度を調査した．各建物構造区分ごとの被害は，
住家布基礎タイプの全壊率は37％とやや高率であるのに対し
て，住家直接基礎タイプは母数が4棟と少ないが4棟とも全壊
となっている．倉庫（店舗）布基礎タイプの全壊率は4％，
倉庫直接基礎タイプも母数が少ないが全壊率は38％となって
いる．土蔵やその他のタイプの全壊は，外見上の判定に基づ
く本調査では認められなかった．
　住家布基礎タイプの被害は，輪島市門前地域の3地区のも
のより2～5倍程度高率で，後述する穴水市街の他地区よりも
10倍近い高率となっている（表－2）．また，全壊家屋は県道
穴水剱地線に沿って密集している（図－6）．
川島地区南部
　小又川，真名井川，県道穴水剱地線に囲まれた範囲の旧市
街の主要部を川島地区南部として悉皆調査を行った（図－
６）．全棟数は280棟程度である（表－２）．各建物構造区分
ごとの被害は，住家布基礎タイプの全壊率は３％とであるの
に対して，住家直接基礎タイプの全壊率は57％と高率である．
店舗（倉庫）布基礎タイプの全壊率は７％，店舗（倉庫）直
接基礎タイプの全壊率は50％となっている．土蔵は母数が少
ないが67％の高率で全壊している．その他のタイプの全壊
は，外見上の判定に基づく本調査では認められなかった（表
－２）．街区ごとの各タイプの全壊率に大きな差はなく，特
定の街区に集中したような被害分布ではない．全体に築年数
の経過したコンクリート布基礎を用いていない木造の住家や
店舗（店舗兼住家）に被害が集中している．
川島地区北部
　小又川左岸の穴水町字川島ニ，ハの旧県道（七尾輪島線）
沿いを中心に川島地区南部と比較を行うために調査を行った

（図－６）．調査全棟数は87棟程度である（表－２）．各建物
構造区分ごとの被害は，住家布基礎タイプの全壊率は４％と
であるのに対して，住家直接基礎タイプの全壊率はやや母数
が少ないが44％と高率である．店舗（倉庫）布基礎タイプの
全壊率は０％，店舗（倉庫）直接基礎タイプも母数が少ない
が全壊率は33％となっている．土蔵やその他のタイプの全壊
は母数が少ないが，外見上の判定に基づく本調査では認めら
れなかった（表－２）．街区ごとの各タイプの全壊率に大き
な差はなく，特定の街区に集中したような被害分布ではない．
全体に築年数の経過したコンクリート布基礎を用いていない

木造の住家や店舗（店舗兼住家）に被害が集中している傾向
は，川島地区南部と同様である．

穴水町市街部の建物被害と地形・地盤

　全体に市街部は河口に近い沖積低地で標高が低く，地層は
軟弱で地下水位は高いことが予測される．しかし，液状化に
よる噴砂は数地点で認められるが規模が小さく，液状化に
よって構造物が傾くなどの被害は認められなかった．真名井
川沿いで，液状化を伴う河岸の崩壊で数棟が被害を受けてい
るが，ほとんどの建物被害は液状化などの地盤に起因した直
接的な被害ではなく，地震動による被害であると考えられる．
　建物被害は全体に木造家屋で築年数が経過したコンクリー
ト布基礎を使っていない構造物に被害が集中したものであ
る．穴水市街部が震源から離れているにも関わらず，周辺の
地域に比べて被害が集中したことは，市街部全体が軟弱な沖
積層であるため，地震動が増幅された可能性があると思われ
る．なお，穴水駅北東部の県道穴水剱地線に沿って，他の地
区では全壊率の低い住家布基礎タイプでも全壊家屋が集中し
ている（図－６）．明治43年の地形図では，小又川は市街部
西方の大町地区で山王川と合流し，現在の真名井川の位置を
流れていた（現在の小又川は1964年以降の河川改修により山
王川との合流部から掘削された流路である）．上述の県道穴
水剱地線の被害の集中は，大町地区方向から東方向に流れて
いた流路跡のような分布を示している．現地での地盤の確認
が必要であるが，明治43年の地形図では示されていないさら
に古い山王川の流路跡で，被害が集中した可能性がある．

能登半島地震での建物被害の特徴

　能登半島地震での建物被害は，木造構造物の基礎の違いに
よって被害率が大きくことなることが明らかとなった（表－
２）．コンクリート布基礎を使った住家や倉庫（店舗）タイ
プの構造物の全壊率は，被害が大きかった輪島市門前町道下
地区では15～20％を示しているが，他の地区では穴水駅周辺
の一部を除いて，全壊率が５％程度の比較的低い被害率で
あった．これに対して，コンクリート布基礎を用いていない
基礎構造の住家や倉庫（店舗）は，全壊率が40～60％と高率
になっている特徴がある．
　地盤と建物被害の関係について，一部に液状化が見られた
が建物に大きな損壊を与えているものは非常に少ないことか
ら，個々の地区の被害は，地盤の違いによるものではなく，
その場所での地震動の大きさに起因するものであると考えら
れる．
　今回の地震で構造物の全壊率が高かった輪島市門前町道下
地区は，すでに述べたように震源断層の地表部への延長上に
相当し，強い地震動を受けたものと考えられる．同様な現象
は，2004年の新潟県中越地震においても，震源断層の地表へ
の延長部にあたるゾーンで，強震動による建物被害や斜面災
害が集中し，「激震ゾーン」と呼ばれた（卜部ほか，2004；
本郷ほか，2004；片岡ほか，2004；卜部ほか，2006）．新潟
県中越地震の激震ゾーンでは，本研究の構造物区分で住家布
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基礎タイプ，倉庫（店舗）布基礎タイプとした構造物の大破
率が60～90％と非常に高率となっていた．能登半島地震では
被害の大きい輪島市門前町道下地区でも同構造区分の全壊率
は20％程度であるので，大きな被害であったことがわかる．
　新潟県中越地震の激震ゾーンと能登半島地震の道下地区で
の被害率の相違は，地震動そのものの波形特性や強さの違い
に起因したものと考えられるため，単純に被害率の高低で被
害の全体像を比較できない．しかし，直下型の浅い地震では
震源断層の地表への延長部で地震動が強くなり，周囲よりス
ポット的に被害が大きくなることは共通した現象である．
　このような事例に基づいて，直下型地震に際して地質構造

（褶曲構造）や既存の地質断層（活断層）から，震源断層の
地表への延長に相当する地域を予測することは，スポット的
な大きな被害の発生を予測する上で重要な検討課題となって
いる．
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